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●

薬学部の進学(進級)状況を
教えてください

●
　東京大学薬学部は、学部4年＋修士2年+博

士3年の従来のコース(学部4年制)に加えて、

人数は少ない〈1割）ですが、学部6年の2つの

コースを設置します。現在、6年制のコースの上

に設置する大学院〈博士〉がどうあるべきかに

ついて、議論しているところです。

　学部4年制コースは、東京大学薬学部の歴史

を色濃く残しています。創薬を目的としたサイ

エンスにたずさわる研究者育成に特化してき

た伝統のコースです。また学部6年制コースは、

薬剤師養成を目指しています。

　しかし、東京大学は入学時に学部を選択しま

せん。東京大学の教育システムには、駒場キャ

ンパスで学ぶ2年の教養課程があり、2年次に

後期課程の学部振り分けが行われます。薬学

部が、学生に選ばれる存在であることは嬉しい

ことです。ライフサイエンスの学問領域でも極

めて進学が難しく、それだけに優秀な学生が集

まってきます。

●

薬学部生の進路の特色を
教えてください

●
　薬学部では、学部卒業時に約90％の学生

が大学院修士課程に進学。さらに修士修了

時に約半数の学生が博士課程に進みます。

卒業生の90%が研究者としての世界に進ん

で、大学、製薬企業や国の研究機関で研究の

仕事にたずさわっています。その他、官庁の

薬務行政、特許審査の仕事につく方もいま

す。また、病院で薬剤師として働く人もおり、

多くが薬剤部長として活躍しておられます。

　欧米の主要な製薬企業では、研究者の

90%以上がPh.D(博士号)を取得しています。

日本でも博士を採用する動きが近年、ますま

す明確になってきており、海外の研究者と交

流する上でも博士の学位取得は重要です。

そのため東京大学薬学部では、大学院進学

を前提にした教育を展開します。

●

薬学で大切なものは何でしょう?
●

　まず英語で議論できることが重要です。海

外研究者との交流が増加し、また海外での学

会も多くなっています。製薬企業でも、外資系

企業との提携・共同開発などの機会が顕著に

増加しております。医薬品の探索、開発の話を

研究者同士で行うのですから、英語が使える

ことが前提条件です。

　創薬プロセスの中で、臨床開発も重要な業

務です。日米欧で実施するGCP(臨床試験実

施基準)により、欧米で得られた試験データが

日本の新薬承認申請に利用できます。新薬の

開発で、海外の研究者や開発担当者と議論す

ることは日常の業務であり、開発者も英語で

議論できることが必須です。

　日本のドラッグラグ（薬の時間差）は、審査

にあたるスタッフの人数が不足しているのが

原因の一つです。厚生労働省は、研究者の登

用や大学院(博士課程)出身者の採用も進めて

人材確保を進めています。東京大学薬学部か

らも多くの人材を輩出したいと考えています。

　東京大学は、世界的にもすばらしい研究者

が揃っていることで知られています。学部間

の協力も大きな特徴といえます。たとえば医

学部＋工学部＋薬学部の大型プロジェクトも

動いています。

　また国立大学法人への移行後、薬学系大学

院では産学連携研究室を設置して、企業との

共同研究を進め、企業から研究者を招聘する

などの活動を行っています。そんな環境の中

で互いに影響を受けあいながら学び、成長で

きることも特色でしょう。

●

6年制の薬剤師教育について
教えてください

●
　東京大学でも薬剤師教育(6年制)を行って

おり、薬学科で学ぶ学生には最先端の医療サ

イエンスに基づいた薬物治療に関わりえる

医療人になって欲しいと考えています。6年

の課程を修了して、さらに大学院博士課程に

進学し、研究マインドを身につけて欲しいで

すね。研究者として活動したり、薬剤師教育

における指導者、医療現場で研究能力をもつ

薬剤師として活躍を望んでいます。

　東大医学部附属病院の薬剤部との研究・

教育連携も進めています。この分野も将来が

楽しみです。
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